
けがの防止に努めよう！ 

 

 

 

                                                                                                                  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明健中 ９ １ ４ 

 

３ 

不織布マスクの中央は、細かいあ

み目のようになっていて、飛沫が

入るのを防ぎます。 

夏休み中の部活動又は登下校中にけがを負い、

病院受診をされている場合は、災害共済給付の手

続きを行いますので、お子様を通しお申し付けく

ださい。必要書類をお渡しいたします。熱中症の

場合も該当します。 

 

マスクは、鼻や口に細菌などの病

原体をふくんだ飛沫が入るのをガ

ードし、のどの乾燥も防ぎます。ま

た、かぜや感染症などにかかった時

にマスクを着けると、他の人への感

染を防ぐ効果もあります。特に不織

布マスクの効果が大きいようです。 

顔とマスクの間にすき間ができ

ないように着けようね。 

はいた息がマスクの中で水分と

なりのどを乾燥から守ります。 

９月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 火災の早期発見の時には決して家に戻らず、近所に助けを求めましょう。命を守る行動 

をとってください。 

◆  近所で火災が起きた時、みなさんが『１１９』番通報する場面に遭遇するかもしれま 

せん。落ち着いて、住所や何が起きているのかを伝えます。 

パニックになりそうな時も、住所は番地までしっかり言えるようにしておこうね。 


